
六本木ヒルズ・森美術館15周年記念展として開催された『カタストロフと美
術のちから展』。世界40組のアーティストの1人に選ばれ、高橋雅子が出展
しました。災害、戦争やテロ、難民問題や環境破壊など、危機的な問題が山
積する今日において、美術が社会を襲う大惨事や個人的な悲劇とどのように
向き合い、私たちが再生を遂げるためにどのような役割を果たすことができ
るのか。負を正に転ずる力学としての「美術のちから」について注目し、そ
の可能性を問いかける展覧会。東日本大震災以降、東北と熊本の被災地で取
り組み続けているアートによる挑戦を、インスタレーションで提示し、大き
な反響をいただきました。

ARTS for HOPE 活動報告書

2018年10月6日～2019年1月20日
森美術館『カタストロフと美術のちから展』





『Happy Doll Project』（右）



『Happy Painting Project』（中央）

『Art Renovation Project』（右）



『Happy Flower Project』







日経新聞

美術手帖WEB

毎日新聞

展覧会を象徴する作品として、各メディアでも写真付きで大きく取り上げられました。
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